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１年生第２セッション

もっとあいさつじょうずになろう！

所要時間
45分

目的
１．いろいろなあいさつを探すことにより、あいさつがたくさんあることを知らせる。
２．様々な場面において、適切なあいさつができるようにさせる。

３．あいさつをするときのポイントとしていつも｢元気よく｣だけではなく、「気持ちを込めて」できるようにさせる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「ともだちとなかよくする、たすけあう」「あいさつじょうずになろう」「①あいてをみる」｢②じぶんからする｣｢③げんきよくする｣｢もっと｣｢③きもちをこめてする｣) 
□イラストカード(①こんにちは、②いってきます、③ごめんなさい、④ありがとう)
□おたすけカード

□だい2かいかくにんプリント（だい2かいふりかえりプリントと両面印刷：児童数）
□だい2かいふりかえりプリント（だい2かいかくにんプリントと両面印刷：児童数）

□赤白帽子２つ（教師用）
□消しゴム１つ（教師用）

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□だい2かいチャレンジ1,2（児童数）

□1ねんせいぴあっこしんぶん2（児童数）
□ポスター1、2

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　
□筆記用具（えんぴつ、消しゴム）
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	活動項目

(所要時間
/累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(5分)

	復習（5/5）

	1．復習：ピア・サポートではなにを学習するの？

・今日はピア・サポートの2回目です。
・「ピア・サポート」とは、どんな意味でしたか？
・そうですね。「友だちと仲よくする・助け合う」という意味でした。

2．復習：上手なあいさつのための3つの大切なこと

· 1回目の授業では、どんなことを学習しましたか？

· そうです。「あいさつじょうずになろう！」という学習をしました。
・「あいさつじょうず」になるためには、大切なことが3つありました。何だったでしょうか？
· そうですね。1つ目は、「あいてをみる」でした。
· 2つ目は、「じぶんからする」でした。

· そして3つ目は「げんきよくする」でした。　

· よく覚えていましたね。
みなさん、あいさつじょうずになってきましたか？
	「ともだちと仲よくする」
「ともだちと助け合う」

「あいさつじょうず！」
「相手をみる」
「自分からする」

「元気よくする」

　　　
	●フラッシュカード「ピア・サポート」「ともだちとなかよくする、たすけあう」

◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「あいさつじょうずになろう！」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード｢①あいてをみる」「②じぶんからする」「③げんきよくする」
◇フラッシュカード提示

	2．今日のめあての発表(1分)

	発表（1/6）


	1．今日の学習のめあてはなに？
・今日は、この前の学習をパワーアップさせます。めあてはこれです。

・「もっとあいさつじょうずになろう！」前のめあてに「もっと」がついています。
· 一緒に読んでみましょう。
→フラッシュカードをクラス全員で読み上げる。
	「もっとあいさつじょうずになろう！」
	●フラッシュカード「もっと」
◇フラッシュカード提示



	3. 活動「もっとあいさつじょうずになろう！」(29分)

	話し合い(8/14)
ポイントの説明(1/15)
全体練習
（4/19）
個別練習

（15/34）
活動のまとめ　
（1/35）
	1．いろいろなあいさつを考える 
・では、1つ質問です。この前は「おはよう」のあいさつを学習しました。でも、みなさんが朝、起きてから、夜寝るまでの間にするあいさつは｢おはよう｣だけでしょうか？

· そうですね。他にもたくさんのあいさつがありますね。例えば、どんなあいさつがあるでしょうか。分かる人？発表しましょう。
→「おはようございます」「ありがとうございます」という発表が出たら、「おはよう」「ありがとう」に比べて見る。児童の意見を聞くと、「おはようございます」はより丁寧なあいさつであると気づく。先生やあまり知らない相手、年上の人などにあいさつをするときは、丁寧な方がよい。
· あいさつは、こんなにたくさんあるのですね。
　　
2．上手なあいさつでより大切なこと
· では、これらのあいさつを、この前学習した3つの大切なことを使って言ってみます。聞いていてください。

→「こんにちは！！！」（みんなの方を見て、自分から、かなり元気よく怒鳴るくらい）
· どうですか？

· ダメですか？（×を出す児童がいれば、×という表現はしないようにさせる。この後の2人組の練習時に×を言わせないためである）では、もう一回言ってみます。「こんにちは」（みんなの方を見て、自分から、笑顔でやさしく）

· 今度はどうですか？

· そうですね。どうしてよかったのでしょうか。

・あいさつするときは、いつも元気よくする方がよいというわけではありません。
・実は、今日、みなさんがもっとあいさつじょうずになるために学習してほしい大切なことは、あいさつは「きもちをこめてする」ということです。
・では、みんなで読んでみましょう。

→フラッシュカードをクラス全員で読み上げる。

・例えば、「こんにちは」のときに気持ちを込めるとしたら、どんなふうにするとよいでしょうか？
・(児童の反応を拾いながら)笑顔、大きすぎる声ではない、小さすぎる声でもない、普通のきれいな声ですね。

3．全体の練習
· では、みなさんも練習しましょう。

· 先生が通りかかったお友だちの家族だとします。歩いてきたら、みなさんから「こんにちは」と言いましょう。

→教室のはじから歩いてきて、子どもの前で止まって「あら！」などと言う。
· はい、こんにちは。

· とても上手でしたね。

· では、違うあいさつも練習しましょう。

→以下、同様に他のあいさつも練習する（実態に応じて、あいさつの言葉、数は検討）。例えば「いってきます」のあいさつ。どのようにすれば気持ちをこめたことになるか考え(元気に、笑顔で、家族が心配しないように)、練習する。
・とても上手にできました。

4-1．子ども同士の練習「ごめんなさい」
· でも今日は、もっと上手なあいさつができるようになるための学習なので、もっと練習をしましょう。

・次は、2人組で「ごめんなさい」のあいさつを練習します。赤白帽子を出しましょう。

・廊下側の人は赤です。窓側の人は白です。
→以下、指導者と補助者（あるいは児童に手伝わせてもよい）でモデルを示しながら説明する。場面設定などは実生活に基づいて、想起しやすいものに変更するとよい。
１．白帽子は、赤帽子が、白帽子に間違ってぶつかってしまったことにして、泣いている演技をする（実際にシクシク泣きまねをしてみせる）。

２．赤帽子が相手を見て、自分から、気持ちを込めて、「ごめんね」と言う（＊友達に言うときは「ごめんなさい」ではなくて、「ごめんね」でもよいこととする）。

３．「ごめんね」が言えたら、前回同様、白帽子（あいさつをされた方）が、赤帽子（あいさつした方）の言い方がよかったかどうか大きな○か、普通の○で伝えて、さらに一言で「気持ちがこもっていたよ」などと、よかったところを伝える。

· 一度、先生たちが見本を見せます（どんなふうに｢ごめんね｣を言えばよいかを考えさせるために行う。極端にモデルを示す）。
→初めによくないモデル（相手を見ないで、適当な感じで「ごめんね」を言う）を提示。次に児童にどんな「ごめんね」がいいかを聞いて、それを採用して良いモデル（相手を見て、自分から、少ししょんぼりした感じで「ごめんね」を言う）を提示する。

· わかりましたか？では、白帽子さん、泣き真似をしましょう。赤帽子さん、練習してみましょう。

· （児童の様子を見て）大きな○がもらえましたか？では、反対になりましょう。今度は赤帽子さんが泣いている真似をします。白帽子さんの番です。
· （児童の様子を見て）できましたか？前を向きましょう。

4-2．子ども同士の練習「ありがとう」
・今度は「ありがとう」の練習をしますよ。

· まず、赤帽子さんがあいさつをする人です。赤帽子さんは、消しゴムを忘れて白帽子さんに借りることにします。

· 初めに赤帽子さんが、白帽子さんに「消しゴム貸してくれる？」と言います。そうしたら白帽子さんが「はい、どうぞ」と、自分の消しゴムを貸してあげましょう。

· 消しゴムを借りた赤帽子さんは、相手の方を見て、自分から、気持ちをこめて「ありがとう」とあいさつをします。

· ありがとうと言われた白帽子さんは、「どういたしまして」と言えるといいですね。

· では、先生が一度、見本をします。

→モデル提示する（「ごめんね」のときと同じように、よくないモデルとよいモデルの両方を示し、よいあいさつの仕方を再確認する。消しゴムに向かって「ありがとう」と言う児童が多いので注意させるとよい。）

· そしてさっきと同じように、大きな○、普通の○でよかったかどうか伝えましょう。

· わかりましたか？では、今度は教室全体に動いてよいので、何度も練習しましょう。では、赤帽子さんからどうぞ。

· （様子を見て）では、赤帽子さん、座りましょう。今度は白帽子さんの番です。では、始めましょう。

· （様子を見て）では、終わりにしましょう。みなさん席に着きましょう。
★その他の練習の仕方の例★

クラスの実態に合わせて、よい方法を選択する。

①指導者（補助者）に対して、児童が一斉にあいさつをする。

②グループになって、順番に次の人に言っていくようにする。

③グループ間のペアを決めてその中で自由に練習させる。（初めはAグループの人が、Bグループの人に言う。そのグループの中でなら誰に言ってもいいので、何度も練習させる。）

④隣同士など2人組で練習する。（あいさつする人、される人）

⑤3人組で練習する。（あいさつする人、される人、チェックする人）
5．全体シェアリング
· 前を向きましょう。では、練習のまとめをします。みなさん、大きな○がもらえましたか？
· 気持ちをこめてあいさつすることができると、どんな気持ちになるでしょうか？

→複数名の児童の感想を聞く。時間があれば、あいさつをされたらどんな気持ちになったかもたずねる。
・そうですね。今までよりもっとよい気持ちになれそうです。
6．まとめ
・あいさつは、いろいろなものがあります。どのあいさつも、言葉や場面に合わせて、気持ちを込めてすることが大切ですね。

· これから普段の生活の中でも、相手を見て、自分から、気持ちを込めて、あいさつをするようにしましょう。

· そうすると、みんながもっともっと仲良くなって、助け合えるようになりますよ。


	「違うよ」「こんにちはとか！」
思いつくあいさつを発表する
「だめ」「こわい」「うるさい」
｢まる！｣「いいよ」
｢やさしかった｣「にこにこしていた」
「気持ちを込めてする」
「にっこり」「やさしく」｢大きすぎない声｣
「こんにちは」
活動する
活動する

活動する

活動する

「はい」

挙手する
発言する


	◇板書
●イラスト①「こんにちは」

◇イラスト①提示

●フラッシュカード「③きもちをこめてする」

◇フラッシュカード掲示、「③元気よくする」に重ねて掲示
◇気持ちのこめ方を板書
●イラスト②

◇イラスト提示

◇気持ちのこめ方を板書
●イラスト③
◇イラスト提示

◇モデル提示
◇モデル提示

●赤白帽子
◇気持ちのこめ方を板書
●おたすけカード
◇活動の補助
●イラスト④

◇イラスト提示

◇モデル提示

●赤白帽子
●消しゴム

◇気持ちのこめ方を板書
●おたすけカード

◇活動の補助



	4.確認(5分)

	確認
（5/40）

	· それでは今日学習したことのまとめをします。「第2回かくにんプリント」を配ります。

→指導者が確認プリントを読み上げながら、空欄にキーワードを記入させる。最後に、今日学習したポイントを全体で読ませ、授業をまとめる。


	プリント記入

	●だい2かいかくにんプリント
◇だい2かいかくにんプリント配付

	5.ふりかえりプリントの記入(5分)

	ふりかえりプリントの記入と回収と次回の予告(5/45)
	· では最後に、今日の学習を振り返りましょう。

· 確認プリントを裏返して、ふりかえりプリントを見ましょう。今日の授業を思い出して、書いていきます。

→以下、ふりかえりプリントの項目を1つずつ読み上げながら、実施させる。
→（時間があれば）数名感想を発表させてもよい。
・次回は、　月　日です。次の授業は聞き上手についてです。楽しみにしていましょう。


	ふりかえりプリント記入、提出

（感想発表）
	◇だい2かいふりかえりプリント回収



板書計画(案) 
[image: image1.png]LIEMFLT B, f- 14 &3

@ . 4
0% —
&

-

Y/ag,'r *H










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






イラスト


いってきます











どのようにすれば、


気持ちがつたわるか、


板書





もっと





イラスト


こんにちは








③きもちをこめてする











ピア・サポート











　


　　　　





イラスト


ありがとう











あいさつじょうずになろう








①あいてをみてする





イラスト


ごめんなさい








②じぶんからする





板書スペース





どのようにすれば、


気持ちがつたわるか、


板書








© CHIBA PREFECTURAL BOARD OF EDUCATION

